「教育現場」の問題を考える
―こども（被教育者）たちを支える大人たちの視点から
発表者：豊田　昂希　　（早稲田大学教育学部1年）
2007年6月30日（土）
◆はじめに　―今回の発表・議論で考えてほしいこと

「教育」は学校教育に限らない。われわれ一人ひとりが、関っていくものである。
◆教育って何？
・辞書的な定義

○教え育てること。人を教えて知能をつけること。人間に他から意図をもって働きかけ、望ましい姿に変化させ、価値を実現する活動。（『広辞苑』第四版）
○人間の諸能力を引き出し育成すること。教授・陶冶・訓練・養育などのカテゴリーを含む。また教育は、社会の持続と発展のために、個人または特定の機関が一定の価値を志向して未成熟な者をその社会に適応させる意識的な活動であり、社会統制の一種として制度化される。現代では、学校を中心とする公教育制度が支配的である。教育を受けることは、かつては本人の自由意志によるものと考えられていたが、今日では教育権として、基本的人権のひとつとされる。（『百科事典　マイペディア』）
★１．勉強・学習と習得・獲得の違いは何だろう？

・教職課程における定義

カント：「人間は、教育を受けることで、初めて人間になる。」
◆こども（被教育者）を支える大人たち

★２．被学習者である「私」を支えてくれている人・集団・空間を、下図に書き込んでみよう。
※重なっている部分は、その共通の度合いを考えながら重ねて書いてみよう。

（作業の前に例を示します。）


★３．参加者の書いた図を比較して、被教育者を支える環境について議論してみよう。
（被教育者にとって家庭が占める割合は？地域と社会の違いは？）

⇒議論をもとに、被教育者の環境を一般化して図式化してみよう。

（大枠は発表者から提示します。）
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◆教育現場の問題

★5．今日問題となっている教育の問題を挙げてみよう。
★６．今日、問題となっている問題は、被教育者の環境とどのような関係にあるのだろう？
（議論する問題は、提案された問題の中から選びます。）

例１．
例２．

◆問題解決への試み　　―被教育者を支える多角的な視点から考える

「多様化するいじめ問題」を例にとって考えてみよう。

A．いじめ問題についての予備知識・考えるべきこと

◆「いじめ」の現実（『新訂版　資料で考える　子ども・学校・教育』より）
◆多様化するいじめ

◆「問題の解決」は「いじめの解消」か？
B.具体的な事案について考える

ケース：1994（平成6）年11月、愛知県西尾市立東部中学校　大河内清輝君の場合
＜MEMO＞
★７．どのような人が問題解決に参画できた（る）だろう？

★８．問題を、７で挙げられた人々、それぞれの視点から考えてみよう。

★９．「協力しての解決」はできるのか？

★MEMO（新たな問題提起があった場合に使います。）

◆最後に
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